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二重星の話（E）
稻　葉　麺義

　　　　　　　　　　　§2．二重星の襯測

現今の観測者親測法を述べる前に1堺の主な一応者と，其の使用甥重鏡の

口穫とを表示してみやう（第1表）．
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　最後の2者のは焦黒1距離L8米の

望遠鏡であって，此れ位ひの望遠

鏡ならば會員の中にも所有してゐ

られる方が相當多い事と思ふの

で，二重星の槻測にも手を染めら

れん事を希望する次第である．然

第

者の押鯛を見ると，一

寸呼声を始める元期が

出なくなるかも知れな

いが，此の表は代表的

なものであって，30糎

前後の望遠鏡を使って

みる観測者は非常に多

く，殊に此等の大天Ji（

墓に伍して，堂々と観

測結果を獲表してみる

のに第2表の如き人7t
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るに不幸にして二重星槻測法に下する参考書は，本邦に於いては未だ餓り見

受けなV・様であるから，淺學をも願みす相當詳しく述べてみやうと思ふ
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　観測　は甚だ総論であって，位置角と距離の二つを測ればよいのである．

1封の星に於て，明るい方の星を主星，暗い方を件星と言ぴ・若し感光度の封

ならば，獲見者の決定に從ふ習慣である・位置角は爾星を結んだ線と，ゴ三星と

；70“
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なからうが，要するに之は望遠鏡の筒の接眼部に固く取り付けられる物で，

それには，接眼鏡を保持し，且つ引物鏡の焦黙面内に李下な2本の蜘蛛線が

張られ，其の内の1本は箱に固定し（之を固定懸と言ふ）他の1本（移動綜）が

懸に直角の方向へ自由に動かせる様な仕掛になつPtz長方形の箱（之を測微箱

と言ふ事にする）が付けてある（但し實際には固定懸は数本あるのが普通であ

る）．此の箱は更らに接眼鏡や数本の蜘蛛綜を持つたまN望遠鏡の筒に封し

て直線に動かす事が出來，その方向は矢張り綜に直角である．更らに此の箱

や箱を移動させる装置丁丁が，望遠鏡の光軸の廻りに廻二二回る様になって

みる．叉た接HI鏡丈が箱の表面で直線に動かせる，その方向も三品に直角の

方向である．測一三は大鰐以上の檬な出血を持ってるるが，其の内記も大切

な紛は，綜が動かせる仕掛で，此れに依って距離ρが測れる．此の綜を動

かすネジには目盛があって，何廻輻ネジを廻したかと言ふ事は勿論，1廻輻

の壷鎌み煎る様になってゐ・・　・・ヒの1鱒品品何晶晶・か（そ

れを測微器常激と言ふ）を求める方法は後に述べる．も一つ大切な部分は全

力が光軸の廻りに廻轄：する仕掛けで，此れに依って位置角θが測れる．邸ち

廻簿面には度盛環があって360度に度盛且つ十度まで讃め，更らに副尺を付

　　北極を結んだ線とのなす角であって，

　　常に主星一北極の線を基盤として之

　　を0度とし，それから東→南｝西へと，

　　時計の針と逆に廻って360度迄測る・

　　此の糊係は第1こ口依り一目瞭然であ
ぞ。’

　　らう．位置角と距離の略二二はθとρ，

　　叉はpとsで表はす．

　　　1．綜線測微器

　　　測微器の構造を詳しく述べる必要は
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けてあ・ので大抵の測燃では茜畑島み聯・椰・なってみる・簾蜘

蛛縣を照らし出す豆電燈が取り付けてあって，星の光度に從って電燈の光度

を自由に攣化させる抵抗器も付けてある．

　拡て之を取り付ける望遠鏡は時計回掛付赤道儀で，セツチングは十分良好

でなくてはならぬ．そして観測に先立って豫じめ測微器常敷の値を求めて置

き，且つ測微器を望遠鏡に付けたならば，必ず共都度零黙（覗野内の北黒占）を

決定しなければならぬ．

　2．零細の決定法

　普通に画面者が用ひる方法は至親軍であって，先づ接眼鏡は最低倍率を用

ひ，子午線近くの赤道の星に望遠鏡を：向け，時計を停める．すると星は東か

ら西へ實置上直線に動くから，蜘蛛綜がそれに準行になるまで測微器を廻溢

せしめ，固定縣の上を星像が外れすに硯野の端から端まで動く様にする．斯

くなった時の度盛環の讃み取りをL一品行「の値と言ふ事にしやう．筒ぼ此の揚

含，星の光度は明る過ぎては不．dl確になるから，懸の背後の画像が緯の雨側

から僅かに光が漏れる程度EIIち縣に依って星が［E確に盲断（bisection）されて

みるのが判る星がよい．花山の30糎では7等か8等級の星が適當してみる様に

思ふ漸くして心行鰍め繍は糾易く，　！Jhレ灘ば目盛嬉騨糎で

は越位までは樂に決定出帆る・之の方縫目・蹴・細魚に繰り返

して得た細行の値を李均すればよろしい．

　之の紀行の値に90度加へると零黒蓋（帥ち北黒占）の値を得る．

　若し測徴器が望遠鏡に固く取り付けた儘ならば，之の決定は1週間に2度も

宥へばよいであろうが，観測の都度付け外しするのならば，必ず毎夜槻測の

始めに行ふ事．爾ほ出象れば観測の後にも行ふ事が望ましい．

　第一圖の説明

　圖は三三鏡で見た下野從って下力・北，右が東になってみる・星は日週運動で東か

ら西へ移動するから南北の線SNより西側を先行（Preceding），東側を後績（FoUowing）

と言ひ，更に其の各々を東西の線EWで2絶して北（North）及南（South）に分つ・

此の頭字を取って此等4象限を言ひ表はす・例へば圖の件星は第4象限帥ちNPに在る

と言ふ事になる・


